
 

 

 

日頃は本校の教育活動にご理解やご協力をいただきありがとうございます。 

さて先日、実施した学校教育アンケートの結果をお知らせします。この結果を踏まえ、更に本校の教育活動を

充実したものにしていきたいと考えておりますので、引き続きご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

アンケート概要 回収率（児童９７％ 保護者８１％ 地域６９人）※12月中旬実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 12月 
～学校教育アンケート結果～ 
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結果と考察 
 
質問１ 
・児童・保護者・地域いずれも肯定
率は 9 割を超えており、学校生活を
概ね楽しく送れている。 
→一方で保護者の肯定率は低下して
おり、児童一人一人の様子を丁寧に
把握していく必要がある。 
 
質問２ 
・児童の肯定率は高いものの、保護
者の肯定率は低下しており、受け止
めに差が見られる。 
→学校での学習の成果や過程を、よ
り分かりやすく発信していく必要が
ある。 
 
質問３ 
・児童・保護者ともに肯定率は 8 割
台にとどまり、「少しそう思う」が多
い傾向が見られた。 
→授業内容を「分かった」と実感で
きていない児童が一定数いることが
課題。分かる喜びを実感できる授業
づくりや、個に応じた支援の充実が
求められる。 
 
 
質問４ 
・児童・保護者ともに肯定率が低下
しており、全項目の中でも課題が大
きい。 
→自分の考えや気持ちを言葉で表現
する力が十分に育っていない。授業
や日常生活の中で、安心して意見を
伝えられる場面・環境づくりが必要。 
 
 
質問５ 
・児童の肯定率は高い一方、保護者
ではやや低下が見られた。 
→ICT 活用の目的や学習効果が家庭
に伝わりにくい面がある。どのよう
に学びに生かしているのかを、より
丁寧に説明していく。 
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結果と考察 
質問６ 
・児童・保護者・地域すべてで非常
に高い肯定率。 
→学校行事を通して、達成感や協力
する力が育っている。今後も行事の
意義を大切にしながら継続する。 
 
 
質問７ 
・地域の評価は高いものの、児童・
保護者の肯定率は低下傾向。 
→挨拶の大切さは理解していても、
日常的な実践につながっていない。
学校・家庭・地域が連携した継続的
な指導が必要。 
 
 
質問８ 
・児童・保護者ともに肯定率が低く、
生活習慣に関する大きな課題があ
る。 
→生活リズムの乱れが、学習や体調
面に影響を与えている可能性。家庭
との連携を強め、生活習慣の改善に
取り組む必要がある。 
 
 
質問９ 
・児童・保護者ともに肯定率が低下
しており、家庭学習の定着が十分で
ない。 
→学年や個人差が大きく、学習の仕
方が定まっていない児童も多い。 
 
 
 
 
質問１０ 
・保護者・地域の肯定率は高いもの
の、児童の肯定率は 7割台。 
→学校生活の出来事を自分から話す
力や機会が十分でない可能性があ
る。日々の振り返りや対話の場を大
切にしていくことが課題である。 
 
 
 
質問１１ 
・6月から肯定率は上昇しているが、
依然として「あまりそう思わない」
と回答する児童も多く見られる。 
→自己肯定感の育成は引き続き重要
な課題。成功体験を積み重ね、自分
の良さに気付ける支援を行っていく
必要がある。 
 

♪ チーム多喜浜で力を合わせて、子どもたち一人一人が安心して伸びていける学校を目指しましょう。♪ 


